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先日、河)原の土手でフキノトウを見かけ、春がすぐそこまでやってきているこ

とを実感しました。とはいえ気候の変わり目、風邪を引かれている人も多いので

はないでしょうか。さて、年度末をむかえ市内の各発掘現場も′慌ただしく終盤を

むかえています。今-号では1月から3月にかけて行った発掘調査の紹介と、平成

'5年度の調査を一覧表にしてその足どりを振り返可て見たい論と脚､ます。
匡発お雷言司査ナごより夏”‐

今吉身西遺跡の調査

成人病センターの南側で河川改修工事に先立ち約1800㎡を対象に1月中旬から

発掘調査を行っています。現在、その半分にあたる約900㎡について調査を進め

ている最中です。その結果、縄文時代末から平安時代末にかけて流れていた旧河

道や、弥生時代後期から古墳噺t前期にかけての土塘、古墳噺上後期の竪穴住居

掘立柱建物などを検出しています。調査地の中央では幅25m、深さ約2mを測る

旧河道が検出されました。この川は東から西に向かって流れていたと考えられ、

Ｉ
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【平成6年1月～3月30日までの発掘調査】

守山市立埋蔵文化財センター

窓0775－85－4397

〒524－02

悪_E
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

遺跡名

欲賀南遺跡
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伊勢遺跡

吉身西遺跡

ニノ畦遺跡
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吉身町
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調査原区

ほ場整備

宅地造成

区画整理ゞ

河川改修

店舗建築

個人住宅

店撤縫築

道路改良

宅地造成

宅地造成
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下層では縄文噺昧、上層では平安時ｲ味の土器が出土したことから、長い時間

をかけて埋もれた野洲川の支流のひとつと考えられます。川の東側では長径約2

m.短径1mほどの土城が10基以上検出され憩い定､弥生噺上後期から古墳噺上

前期の土器が出土しています。形や配置からみて土壌墓の可能性があります‘,川

の西側では古墳噺上中期から後期にかけての竪穴住居､掘立柱建物が見つかって
.､一幸●も色.'■･･■守

iいます。柱穴が密集して検出されていることから、居住空間として利用されてい

たものとみられます。中央部で検出された旧河道は、その埋没過程で水田として

利用されていて、古常墳時代後期の畦や水田に水を引いた溝などが検出されていま

す。水田は流れに沿って細長く区画されていて、地形に合わせて水が張れるよう

に工燭夫されています。川を利用した水田は4面想定され、現『在その第2面目を調

査中ですが、次f号ではその内容についてお伝えできるものとおもいます。謡I査を

進める過程で、旧河道肩口の遺構の検出を急いだことから、水田遺溝の一部を掘

削してしまうことになりました。埋没した旧河道が検出された場合、水田力埋も

れていることをひとまず想定してみる必要があることを痛感しています。
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。益須寺関連遺跡の調査 cその1)
平成6年2月9日から市道下之郷吉身線の道路改良工事
にともない、市立吉身小学校グラウンド南東隅に面した部、

分で発掘調査を実施しましたJ幅 7.5m、長さ35mのトレ:
ンチを設定し約 260ぱを対象に調査を実施しましたら調査

の結果、遺構が西側で・は水田面の直下で検出されたのに対

してv東側で-は約15cm下で検出されたことから旧地形は西

に高く東広低い土地であっ-たことが分かりまじ.たゆまた検

出された遺構は平安時代 (9断己後半~lO断己中頃)の掘 11 ・-
立柱建物と溝でした0・建物の規模は南北5問此、東西1- ， ~j 。 例
間以上のものと南北4間以上、東西2間以よと予想されま h P古 1111
4すo なお、猷からは完形の鱗岨が1点出土じていま改ι 特吋叶
..益須寺関連遺跡の調査(その2) ハぶ，，雪-JUソおで寸|

百1110 e 一

個人アバ}ト建築に先立ち約 200m
2

を対象に発掘調査を ~ø • 

実施しました。その結果、平安時代 (9也紀末)の掘立柱、久子6・弧10
建物2棟lえ上が検出されました。 S8"-.1は南北2間以上一 1ιι、¥。
東西2間以上でS-Bー2も同様な規模です。 :SBー3は東
西2間以上v南北3間以上の建物です。このほか、弥生時

千機期から古墳時代前期にかけての幅の細い溝がl条検出

されました一平成2年度におこな勺た調査では:"0'この周辺-

で-は方形周溝墓が見つかっていることから-~今回見づかう

た溝は周溝墓である可能性が高いと考えられます。 ‘ ・.ー ・

A益須寺関連遺跡平面図

φ 酒寺遺跡の調査(その1)

{臥の庖舗建築{こ先立ち、播磨田町地先合~90rrfを対象に確認臓を期包し
ました。.調査の結果、水団地表下約30--45cmで縄文時代後期の:包含層と、その下.

で縄文時代後期の土城状遺構とF品、溝状還檎(1幅3m.深さ40ω)を検出しましたり

縄文時代については、叩き石1 点、石錘 1~点、サヌカイト片 2点と土器の細片な

ど約6.0点が出土じましたーこのtiJ!;域では後期の造物が調査中に細片で出土するこ
とが知られていましたが、地表下約45-..別仰でー音(Sに遺構が存在することが今回

はじめで確認されまじたり -.， . : 
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●酒寺遺跡の調査（その2）

今回の調査地は播磨田町の土地区画整理

区域で、個人住宅の建築に先立ち2月28日

から3月11日の期間実施しました。当地前

面の遣路も土地区画整理事業施工前に発掘
調査していて古墳断t後期の掘立柱建物が：

贈譲れていますが､今回の調査でも同時

蕊瀧誰
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し是;'鰯は6世紀後半で､柱穴･土壌・

溝もこの鞠の遺構と考えられます。
A酒寺遺跡遺構平面図

･み

今二町蕊瀧跡の計踏

3月r日から3月8日までの期間、二町町の水田地において宅地造成に先立ち
発掘調査を実施し注した｡今回の調査地は､平成2年度の都市計画道路建設の際

に行われた調査の隣接地にあたりますb平成2年度の調査では鎌倉噺上から室町

蛾に締での鋤や井戸､さらにそれを取り囲む濠が見つかっています。今回

鰯筈蕊篭豊駕麗蛎鵡駕欝雲含麓
内側では以前の調査で掘立柱建物が見つかっていることから、集落を取り囲む濠

選考党ぢｵf裟筑
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●伊勢遺跡第28次調査
』亭；｜

区画整理事業に伴い調査を実施している伊鵜遺跡で今回、弥生噺上後期の大型リ

高床建物が見つかりました‘ﾝこの建物は翻上に長軸をとる5間×1間の独立棟持i
‘.‘!:零1

柱付建物で（拡張謡f査の結果判明）、妻柱の外側2.3mに棟持柱、建物の中央に

束柱があるの力特徴です｡柱間踊誰は桁行9.1m､梁；行4.6mでI末面積は42㎡あ,

ります｡柱穴は外側に傾斜をつけていて､柱を落とし込みやすい構造になってい:｜

ます･､柘瓶ﾘ柱穴は大きいもので1.8m×SOcm、小さいもので90×TOemを測り、西｜

側桁列に比較して刺N術行や棟待柱、束柱は小振りといえます。柱銀はヒノキ材

で、直径25～35ein(断面観察から直径30～40cmと推定）、長さ50～80an程が残づ

ていました。遺物は柱穴から弥生土器の小破片が少量出土しているほか、炭化米

が少量出土しています。

平成4年にはこれより東側約70mの地薫でこの時期としては全国最大級の大型

建物が発見されていて、この一帯が伊勢弥生集落の中枢部であったことが想像さ

'れます｡前回みつかった大型建物は王が住む高殿のような性格が考えられるのに
|対して､今回見つかった建物は祭祁を行う場､つまり祭殿ではないかと考えられ
'ます｡いずれにしてもこのような大型建物が近接して見つかる例は珍しく､伊勢
|遣勧《が当時のクニの中心部にあたる集落であった可能性が高いと考えられます。
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今 ニノ畦遺跡の調査帯

;､1月下旬から吉身町字西ノ日の水田地で930㎡について共同住宅建築に先立ち

:発掘調査を行;っています。今回の調査地は、昭和61年度に宅地造成に先立ち発掘

調査が行なわれた地点の隣接地にあたります。前回の調査では竪穴住居8棟と環

濠1条が検出されていますが、今回それに続く環濠と竪穴住居3棟が見づかつて

いますか検出された竪穴住居は円形2棟、方形1棟です。方形住居は3.4×4．2

ろ画・

一女“

M1L/坪遺跡の発掘調査は現在2,'500㎡をほぼ終了しています｡前号で溝と直径
準〆，o

20～40cinの円形のピシトカ鰯する5条の柵例について報卜告しましたが、その後
：､-.．多式号:弓鶏

方形周議墓と旧河道が見つかりました｡方形周溝墓は第5調査区と第7調査区で
2基検出しましだ。SX-1はほぼ9.5m四方のう規模を測りますが､SX-2は

東西10髄､潮上8mと長方形状となります｡築造の時期については現時点では弥
虻

生時代中期と考えています｡また､方形周溝墓の東側は緩やかに僻Iする旧河道
．:

が存在え,ます｡この旧河道は西側から流れ込む幾筋もの流路が;集束した結果で､
．：,､．

ここからは多量の土器が出土しています。土器は古墳時代前期の土師器で､平成

6年度調査予定地(第5．．7調査区西側）

には薯この時期の堵唇が営まれていたもの

唾低一

と推測されます｡I
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●欲賀遺跡の調査

ほ場整備に伴う発掘調査は、昨年の12月より欲賀遺跡の範囲内において行って

います｡調査区域の一帯は『中の城』、『下の城』と地元で呼ばれていて､滋賀

県の中世城郭分布調査によれば欲賀城畑城にあたる位置になります‘,現在は『下

の城』区域をD区とD区－2の2つに分けて調査を行っていて、D区は遺構掘削

が終了し，区〒2は遺構の検出を行っています。

D区では溝・土壌・柱穴などが密集した状態で検出されていています。溝は現

在の土地区画に沿っていて、幅3m程の規模です。このほか井戸が4基見つかっ

ています。井戸の形態はそれぞれ異なっていて、井戸1は自然石を使用した石組

み、井戸2は曲物、井戸3は縦板組、井

戸4では切石をもちいた構造となってい

ます。これらの遣7構からは、土師器L皿・

黒f色土器椀・釜・信楽焼の摺鉢や青・白

磁などが出土しています。このほか、い

くつかの二土壌からは五輪塔や石仏などが‘

みつかっています。石仏は花商岩製でか/

なり傷んでいますが、印の結びから如来｜

形とみられます。このようなことから、D

土壌のなかには墓になるものが含まれて"
いると考えられ、中世の墓のあり方を考一

えるうえで弓貴重な遺7構といえます。
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長な検出遺構 時 代

弥!I:.時代中期~古墳時代

弥II:~附ト戦同時代

鎌倉~待費T時代

1:時ft1itr朗~中期.・‘

古墳時f捌期
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